
■「
心
配
事
チ
ェ
ッ
ク
表
」を
使
い

　
各
工
程
の
問
題
を
顕
在
化

　
手
順
５
「
製
造
工
程
図
（
フ
ロ
ー
ダ
イ
ア

グ
ラ
ム
）
の
現
場
確
認
」
は
、
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ

チ
ー
ム
の
メ
ン
バ
ー
で
製
造
工
程
図
を
基
に

現
場
で
実
際
の
工
程
と
の
食
い
違
い
を
確
認

す
る
の
が
主
な
目
的
で
す
が
、
メ
ン
バ
ー
全

員
で
現
場
に
出
向
く
格
好
の
機
会
な
の
で
、

工
程
ご
と
の
食
品
安
全
衛
生
上
の
「
心
配

事
」
を
フ
ロ
ー
に
従
っ
て
確
認
（
追
加
、
省

略
な
ど
）
し
、
作
業
と
作
業
環
境
を
観
察
し

て
メ
モ
に
書
い
て
も
ら
い
ま
す
。
こ
の
と
き
、

工
程
間
の
物
の
動
き
、
作
業
者
の
移
動
、
工

程
の
環
境
も
含
め
て
心
配
事
を
考
察
す
る
の

が
ポ
イ
ン
ト
で
、
例
え
ば
原
料
を
運
ぶ
ト
レ

今回は、HACCPチームのメンバーが危害要因分析の準備として、製造工程図を用いた現場確認と、食品安全を脅かす「心
配事」のピックアップを行い、自社の現状をより具体的に認識することでHACCPと一般的衛生管理要件が仕分けされ、
手順6（原則Ⅰ）からの進行が効率的に進んだ事例を紹介します。

ＨＡＣＣＰ手順５をメンバー間の
現状認識・情報共有ツールとして活用

HACCPHACCP誌上コンサルティングHACCP導入
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配
事
チ
ェ
ッ
ク
表
」
を
基
に
、
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ

で
取
り
扱
う
必
要
が
あ
る
か
を
検
討
し
て
い

く
と
、
ほ
と
ん
ど
が
一
般
的
衛
生
管
理
要
件

に
分
類
さ
れ
る
こ
と
が
理
解
で
き
ま
す
。
こ

の
一
連
の
作
業
や
、
現
場
で
の
チ
ー
ム
メ
ン

バ
ー
か
ら
の
心
配
事
に
対
す
る
自
由
な
発
言
、

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
に
よ
る
整
理
は
、
Ｈ
Ａ
Ｃ

Ｃ
Ｐ
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る
上
で
大
き
な
動

機
付
け
に
な
り
、ひ
い
て
は
生
産
性
向
上
、異

物
混
入
ク
レ
ー
ム
激
減
に
つ
な
が
る
成
果
を

生
む
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
問
題
解

決
の
た
め
に
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
行
動
す

れ
ば
よ
い
か
、
成
果
を
上
げ
た
事
例
を
紹
介

し
ま
す
。
な
お
、
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
で
取
り
扱
う

必
要
の
あ
る
危
害
要
因
は
次
号
の
危
害
要
因

分
析
の
解
説
に
委
ね
、
こ
こ
で
は
一
般
的
衛

生
管
理
に
関
し
て
説
明
し
ま
す
。

■
全
員
で
全
工
程
の

　
食
品
衛
生
上
の
問
題
を
共
有
化

　
Ａ
社
で
は
、
指
摘
さ
れ
た
心
配
事
を
工
程

ご
と
に
集
約
し
、
優
先
順
位
を
つ
け
て
小
集

団
活
動
の
改
善
テ
ー
マ
と
し
ま
し
た
。
小
集

団
は
工
程
ご
と
、
７
〜
８
人
で
１
チ
ー
ム
と

し
、
心
配
事
改
善
推
進
事
務
局
は
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ

Ｐ
チ
ー
ム
（
各
部
署
か
ら
の
代
表
で
構
成
）

と
は
別
に
独
立
さ
せ
ま
し
た
。
各
チ
ー
ム
は

活
動
エ
リ
ア
と
テ
ー
マ
、
計
画
書
を
事
務
局

へ
提
出
し
、
活
動
掲
示
板
に
掲
示
し
、
開
始

時
と
終
了
時
は
工
場
長
を
含
め
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ

チ
ー
ム
で
活
動
エ
リ
ア
、
活
動
内
容
の
確
認

ー
の
衛
生
、
運
搬
台
車
の
清
潔
度
、
工
程
間

移
動
に
使
う
ト
レ
ー
の
清
潔
度
、
製
造
機
器

の
洗
浄
レ
ベ
ル
、
天
井
・
床
・
排
水
の
清
潔

度
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
そ
の
メ
モ
を
集

計
し
、
心
配
事
チ
ェ
ッ
ク
表
（
表
１
）
に
記

入
し
ま
す
。
現
場
確
認
と
心
配
事
抽
出
に
よ

り
、
現
場
作
業
の
確
認
と
と
も
に
、
食
品
衛

生
・
食
品
安
全
確
保
の
た
め
に
何
が
必
要
か

と
い
う
現
状
の
問
題
の
共
有
化
が
で
き
、「
今
、

何
を
す
べ
き
か
」
が
理
解
で
き
ま
す
。

　
こ
の
と
き
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
ブ
レ
ー
ン
ス

ト
ー
ミ
ン
グ
と
し
て
自
分
が
観
察
し
て
考
え

得
る
こ
と
を
全
て
出
し
、
メ
モ
に
書
く
こ
と

で
す
。
ま
た
作
業
者
の
意
見
も
大
き
な
ヒ
ン

ト
に
な
る
こ
と
が
多
く
、
例
え
ば
現
場
観
察

で
見
え
な
い
所
、
作
業
者
が
日
常
作
業
し
て

い
て
問
題
と
認
識
し
て
い
る
所
な
ど
を
ピ
ッ

ク
ア
ッ
プ
で
き
れ
ば
、
大
き
な
成
果
と
い
え

ま
す
。
そ
こ
に
は
危
険
（
危
害
要
因
）
が
潜

ん
で
い
る
場
合
が
多
い
か
ら
で
す
。

　
メ
ン
バ
ー
間
で
食
品
安
全
衛
生
上
の
心
配

事
を
共
有
化
す
る
と
、
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
シ
ス
テ

ム
を
導
入
す
る
上
で
一
般
的
衛
生
管
理
要
件

の
重
要
性
を
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
、
日
常

の
決
め
ら
れ
た
作
業
に
つ
い
て
、
よ
り
深
く

食
品
衛
生
を
意
識
し
て
作
業
に
取
り
組
む
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

■
全
員
参
画
で

　
心
配
事
の
問
題
解
決
に
当
た
る

　
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
チ
ー
ム
全
員
で
作
っ
た
「
心
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HACCP
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
活
動
期
間
は
「
清
掃
・
洗
浄
・
整
理
・
整

頓
」
は
１
カ
月
と
し
、
エ
リ
ア
と
テ
ー
マ
を

決
め
、
徹
底
し
た
清
掃
・
洗
浄
・
整
理
・
整

頓
を
実
施
、
特
に
環
境
整
備
に
強
い
意
識
を

持
っ
て
取
り
組
み
ま
し
た
。
ま
た
「
改
善
テ

ー
マ
」
に
関
し
て
は
６
カ
月
を
目
途
と
し
、
計

画
書
の
提
出
と
と
も
に
予
算
計
画
も
承
認
を

得
て
、
月
度
指
導
会
で
進し
ん

捗ち
ょ
く

度
を
厳
し
く
チ

ェ
ッ
ク
し
、
指
摘
・
指
導
を
行
い
ま
し
た
。

　
目
標
達
成
後
、
Ｓ
Ｏ
Ｐ
、
Ｓ
Ｓ
Ｏ
Ｐ
の
作

成
を
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
チ
ー
ム
と
共
に
行
い
、
検

証
方
法
と
検
証
日
時
を
設
備
機
器
検
証
計
画

表
（
表
２
）
の
中
に
入
れ
ま
し
た
。
検
証
は

記
録
（
ク
レ
ー
ム
内
容
）
の
確
認
、
現
場
写

真
チ
ェ
ッ
ク
、
洗
浄
状
況
確
認
の
た
め
微
生

物
拭
き
取
り
検
査
を
行
い
、
検
証
結
果
は
必

ず
工
場
長
が
責
任
を
持
っ
て
確
認
し
ま
し
た
。

　
製
造
環
境
か
ら
食
品
衛
生
上
の
心
配
事
が

払ふ
っ
拭し
ょ
く

さ
れ
る
と
、
食
品
安
全
確
保
の
た
め
の

Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
シ
ス
テ
ム
は
Ｃ
Ｃ
Ｐ
の
管
理
に

集
中
で
き
る
の
で
、
食
の
安
全
確
保
が
確
実

に
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に

は
、
確
実
な
検
証
が
必
要
で
す
。

　
今
回
の
事
例
は
、
危
害
分
析
の
前
に
製
造

工
程
図
を
基
に
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
チ
ー
ム
全
員
で

食
品
衛
生
上
の
心
配
事
を
共
有
化
し
た
こ
と

に
よ
り
目
的
が
明
確
に
な
り
、
全
社
的
活
動

の
盛
り
上
が
り
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。
成
果

と
し
て
、
異
物
混
入
ク
レ
ー
ム
10
分
の
１
を

達
成
し
、
今
後
ゼ
ロ
を
目
指
す
雰
囲
気
も
で

表 1 工程図に基づいた食品衛生上の心配事チェック表（事例）

表 2 設備機器検証計画表（事例）

き
つ
つ
あ
り
ま
す
。
こ
の
活
動
に
よ
り
、
Ｈ

Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
チ
ー
ム
の
メ
ン
バ
ー
は
、
一
般
的

衛
生
管
理
要
件
と
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
が
車
の
両
輪

の
ご
と
く
お
互
い
に
独
立
し
助
け
合
う
こ
と

で
初
め
て
、
食
品
企
業
が
目
的
と
す
る
食
の

安
全
を
確
保
で
き
る
と
い
う
こ
と
を
理
解
し

ま
し
た
。
そ
し
て
、
自

分
の
職
場
に
お
け
る
Ｈ

Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
推
進
に
対
し

て
強
力
な
リ
ー
ダ
ー
シ

ッ
プ
を
発
揮
で
き
た
の

で
す
。

原材料／工程
食品衛生上の「心配事」
・細菌汚染（B）
・異物混入（P）
・化学物質の混入（C）

「心配事」は
HACCPで取り扱う
必要があるか

Yes/No

Yes/Noの理由

1.原料受け入れ

B：原料が汚染の可能性
　   原料入れ物からの汚染
　   受け入れ天井の雨漏り・カビ
P：原料に金属、石、ガラス入り
　   受け入れ天井のさび
C：農薬付着、殺菌剤混入
　   隣の田んぼの農薬散布

No
No
No
No
No
No
No

納入業者の保証
同上　
改修の実施（直ちに）
納入業者の保証
改修の実施
納入業者の保証
農家とコミュニケーション

2.原料投入

B：作業者の手指からの汚染
　   床の汚れからの汚染
　   投入トレーの汚れ
P：天井からのさび
　   不整頓な工具類の混入
　   投入トレーの削れ、割れ
C：天井からのほこり
　   シンクの洗剤、消毒剤の混入
　   投入トレーの洗浄不足

No
No
No
No
No
No
No
No
No

SSOP教育訓練
同上
同上
改修の実施
5S教育訓練（整理整頓）
同上（定期清掃）
同上（定期清掃）
SSOP教育訓練
同上

3.攪拌
B：攪拌タンクの洗浄不良汚染
　   作業遅延による菌の増殖
P：攪拌シャフトの摩耗、金属片
C：モーターグリスの落下

機械
項目 〇〇機 〇〇機 〇〇機 〇〇機

検証項目（PP項目）
・駆動部のさび・汚れ確認
・拭き取り検査（洗浄精度）
・丸刃、刃こぼれ確認
・回転刃交換記録

・駆動部のさび・汚れ確認
・拭き取り検査（洗浄精度）
・丸刃、刃こぼれ確認
・骨切り刃交換記録

・真空度確認
・真空ポンプオイル確認

・テストピースチェック
・センサー位置確認
・ベルト部動作確認

実施タイミング
（日常実施頻度）

・作業開始前
・作業終了後
・拭き取り検査：1回／週
  （大腸菌群検査）

・作業開始前
・作業終了後
・拭き取り検査：1回／週
  （大腸菌群検査）

・作業開始前
・作業終了後
・拭き取り検査：1回／週
  （大腸菌群検査）

・作業開始前
・作業終了後
・１梱包ごと（25パック）

検証担当者 工場長 工場長 工場長 工場長

検証頻度 1回／月 1回／月 1回／月 1回／月

検証方法 日報確認 日報確認 日報確認 日報確認

記録帳票名 ・一次加工工程作業日報
・拭き取り検査日報

・二次加工工程作業日報
・拭き取り検査日報

・二次加工工程作業日報
・拭き取り検査日報 ・三次加工工程作業日報
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